
データ駆動型農業の実践に向けて
（生産現場での農業ＤＸ）

岩手県農林水産部農業普及技術課
藤尾 拓也

２０２３年９月５日 令和５年度スマート農業実証プロジェクト（畑作）東北地域現地研修会

及び データ駆動型農業推進事業技術交流会
1

県のスマート農業推進の取組

2

スマート農業技術への期待

• ロボット技術やICTを活用して超省力・高品質生産
を実現する新たな農業技術（農林水産省HP）
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いわてスマート農業推進研究会

• スマート農業技術の情報交換をする集まり

• 農家、研究者、企業が集まって議論

• 会員約４５０名
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いわてスマート農業祭（H29～R4）

• 本物を見てさわってもらい、農家に広く知ってもらう
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岩手県スマート農業事例集Ver３

令和５年3月改訂
• 技術概要

• 導入・実証事例
• 活用事例調査
• 利用規模の目安
• アンケート結果

「いわてアグリベンチャーネット」で公開中
https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/theme/2003505.html 6

スマート農業→農業ＤＸへ

• 国の「食料・農業・農村基本計画（令和２年３月）」
• 「デジタル技術を活用したデータ駆動型の農業経営により、

消費者の需要に的確に対応した価値を創造・提供できる農
業」の実現
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岩手県におけるＤＸの推進体制

• いわてＤＸ推進連携会議の設立（R３）
• 農業部会（いわてスマート農業推進研究会を位置づけ）
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データ駆動型農業推進事業（R５～７県単）

１ データ駆動型農業の普及推進
① 産学官で構成する推進会議を設置

② データ駆動型農業に対する理解促進や実践意識を醸成
するため、県内各地域で技術交流会を開催

２ データ駆動型農業技術の開発・実証
① 大豆等の自動操舵農機をフル活用した効率的な栽培体

系の開発・実証
② トマト、キュウリなどの施設果菜における生育診断、出荷

予測技術の開発・実証
③ 環境制御を活用した雨よけほうれんそうの増収技術の開

発・実証
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データ駆動型農業について
（生産現場での農業ＤＸとは？）

10

国の実証プロジェクトの成果検証(2年)

11

経営分析結果(2年・水田作)
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ＩＣＴによる生産性向上の効果

• 総務省H30情報通信白書

現在のスマート農業
の取組

今後、導入効果を高め
るために必要な取組

相対取引・直販の強化

デジタイゼーション
（生産技術のデジタル化）

デジタライゼーション
（生産工程のデジタル化）

デジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）

（価値創出・新規のビジネ
スモデル）
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想定される取組例（水田水管理システム）

デジタイゼーション
（生産技術のデジタル化）

デジタライゼーション
（生産工程のデジタル化）

デジタルトランス
フォーメーション

（価値創出・新規ビジネ
スモデルへの変革）

水位センサの導入
（水田の見回りをデジタル
化）
自動給水栓の導入
（水管理をデジタル化）

作業手順の見直し
・毎朝水位を遠隔で確認
管理方法の見直し
・夜間かん水、間断かん水

転換作物等の生産拡大
受託面積の拡大

見回り時間、移動コストの
削減

・転換作物等の作業に手
が回るようになる
・品質向上

販路拡大、セット販売、付
加価値、６次産業化

14

水田水管理システムによる高温対策

• 高温期（8月）に水管理システムを活用して、飽水管
理と間断かん水を実施（高温対策）

• 高温障害の胴割粒の発生が減少、外観品質向上
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県内事例（自動操舵の応用的活用）

デジタイゼーション
（生産技術のデジタル化）

デジタライゼーション
（生産工程のデジタル化）

デジタルトランス
フォーメーション（ＤＸ）

（価値創出・新規ビジネ
スモデルへの変革）

自動操舵システムの導入
（ハンドル操作をデジタル
化）

作業員の配置見直し
・出荷調整作業に熟練作
業員を配置替えする
（生産管理システム）

生産拡大、品目拡大

オペレータ―の疲労・負担
軽減
高精度作業による重複や
耕起もれの回避

・日出荷量を増やせる
・品質向上

販路拡大、セット販売付加
価値、６次産業化

生産工程を見直す → 生産効率などを改善 → 生産性を高める
（業務の見える化） （働き方改革） （農業ＤＸ） 16



データ駆動型農業（生産現場での農業ＤＸ）

スマート農業
技術の導入

農業ＤＸ

出典（画像）：総務省ＨＰ「情報通信白書 for Kids」

データ駆動型
農業の実践
（働き方改革）

スマート農業：デジタル技術等の先端技術を活用して、省力化や収益性の向上などを進めた次世代農業
データ駆動型農業：ロボット、ＡＩ、ＩｏＴ等のデジタル技術を導入し、データに基づき栽培技術・経営の最適化を
図る農業

農業ＤＸ：デジタル技術の活用により、データ駆動型の農業経営を通じて消費者ニーズに的確に対応した価
値を創造・提供していく、新たな農業への変革 17

生産管理システムの活用を！

１ 作業計画
２ 圃場管理（収量、品質、地権者、面積）
３ 作業履歴（作業者・時間、進捗、資材投入量、防除）
４ 在庫管理
ペーパーレス化、情報の一元化、共有化

生産管理システムは、データ活用による経営改善の第一歩！

農業法人白書（2022年）では、生産管理システムが採用技術の２位！ 18


